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　　　とすれば一気に求められます。
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　���　半径（直径）接線に垂直なので
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　　　つまり，四角形,6&7は正方形
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６月１日提出　図形の性質課題プリントの解答（訂正版）
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�　たぶん�����だろうと予想をつければ，点$がどの円の円周上にあるかを示すことになります。

　　%0 &0は図の通りです。また，�0%' �0'% ����なので，△0%'�は二等辺三角形。

　　よって，%0 '0�で，%0 &0 '0�なので，��点�%，&，'�は点0が中心で，半径%0の円

　　（この円を2とします）の周上にあります。

　　また，�%$& ����なので，%&�を直径とみれば，$も円2の周上にあります。

　　よって，円周角の定理から��&$' �&%' ���
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��　�　まず線分�%(，%&，('�を引く。

　　　　同一円の長さの等しい弧に対する円周角は等しいから　

　　　　�%(& �'%(�� D�とおく）

　　　　�$(% �$%(�� E�とおく）

　　　　よって，
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　　　　さらに，点(，%�が直線)*�に関して同じ側にあるので

　　　　（円周角の定理の逆により）

　　　　��点�%，(，)，*�は同一円周上にある。　　W
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��　教科書3��の応用例題�を参考にしましょう。

　�　半直線�$'�の�'�よりも右側に�*�をとる。また，線分�()�を引く。

　　　円に内接する四角形%&)(�に関して

　　　　　　∠%&) ∠$()

　　　また，$'6%&�で平行線の錯角は等しいから

　　　　　　�%&) �*')

　　　よって　∠$() ∠*')

　　　ゆえに　∠$()�と対角の外角�∠*')�が等しいから���点�$，'，)，(�は同一円周上にある。
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�　∠$(+ ∠%'+ ��°�であるから，四角形�$'+(�は円に内接する。

　　　よって，∠$+' ∠$('　…①

　　　また，△$+'∽△$%+�より
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図形の性質課題プリントの解答（その２）


